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が
叫
ば
れ
る
中
、
介
護
保
険
制
度
は
高

齢
社
会
へ
の
対
応
と
し
て
新
し
く
生
ま
れ

た
社
会
保
険
制
度
で
す
。 

介
護
保
険
制
度
の
し
く
み 

介
護
保
険
は
、
四
十
歳
以
上
の
人
を

対
象
と
し
た
強
制
保
険
で
す
。
保
険
料

を
納
め
、
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
に
、

保
険
給
付
を
受
け
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

購
入
す
る
新
し
い
社
会
保
険
制
度
で
す
。

利
用
者
の
権
利
と
し
て
介
護
を
求
め
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
を
選
択
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

従
来
の
行
政
主
導
の
措

置
制
度
か
ら
、
利
用
者
が
「
権
利
」
と
し
て

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
す
る
契
約
制
度
へ

転
換
さ
れ
ま
し
た
。 

介
護
保
険
の
給
付
の
申
請
手
順 

い
つ
？ 介

護
保
険
の
給
付
は
、
保
険
証
を
持
っ

て
い
る
だ
け
で
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。 

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
ら
介
護
保
険
給

付
を
申
請
し
ま
す
。 

ど
こ
に
？ 

住
ん
で
い
る
（
住
民
票
の
あ
る
）
市
町
村

の
窓
口
ま
た
は
福
祉
事
務
所
に
申
請
し

ま
す
。 

誰
が
？ 

被
保
険
者
本
人
か
家
族
が
申
請
し
ま

す
。 

被
保
険
者
と
は
、
第
一
号
被
保
険
者

(

六
五
歳
以
上
の
方)

、
第
二
号
被
保
険

者(

四
十
～
六
四
歳(

特
定
疾
病)

の
方)

。 

本
人
、
家
族
以
外
で
も
申
請
が
で
き
ま

す
。 身

近
な
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
老
人
福
祉
施
設

な
ど
に
所
属
す
る
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が

代
行
し
て
申
請
し
て
く
れ
ま
す
。 

必
要
な
も
の
は
？ 

保
険
証
と
申
請
書 

介
護
保
険
証
は
、
六
五
歳
に
な
る
と

本
人
に
市
町
村
か
ら
自
動
的
に
配
布
さ

れ
ま
す
。 

四
十
～
六
四
歳
で
特
定
十
五
疾
患
に

よ
っ
て
介
護
が
必
要
な
人
は
、
保
険
申
請

時
に
市
町
村
に
申
請
し
て
交
付
し
て
も
ら

い
ま
す
。
申
請
書
は
市
町
村
の
窓
口
に
あ

り
ま
す
。 

申
請
が
終
わ
っ
た
ら
市
町
村
か
ら
あ
な
た

の
要
介
護
度
が
認
定
さ
れ
ま
す
。 

要
介
護
度
認
定
の
仕
組
み 

市
町
村
の
窓
口
や
福
祉
事
務
所
に
介

護
保
険
の
申
請
を
行
う
と
、
申
請
者
の

心
身
の
機
能
や
状
態
に
つ
い
て
調
査
が
行

わ
れ
、
そ
の
人
が
必
要
な
介
護
量
に
よ
っ

て
「
要
支
援
」
「
要
介
護
１
～
５
」
の
六
段

階
に
認
定
さ
れ
ま
す
。 

要
介
護
度
の
認
定
に
よ
っ
て
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
や
施
設
へ
支
払
わ
れ
る
保
険
の
限
度

額
が
決
ま
り
ま
す
。 

一
次
判
定 

要
介
護
度
判
定
は
、
ど
れ
く
ら
い
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
し
て
い
る
の
か

を
判
断
す
る
も
の
で
、
客
観
的
で
正
確

な
判
定
が
行
わ
れ
な
く
て
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
統
計
的
デ
ー
タ
と
要
介

護
度
等
基
準
時
間
に
従
っ
て
、
要
介
護

者
の
要
介
護
時
間
が
推
計
さ
れ
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
集
計
結
果
に
よ
り
判
定
が
行

わ
れ
ま
す
。  

二
次
判
定 

介
護
認
定
審
査
会
は
、
一
次
判
定

の
結
果
と 

主
治
医
の
意
見
書 

を
加

味
し
、
各
々
の
お
年
寄
り
が
、
最
も
近

い
「
状
態
像
の
例
」 

か
ら
六
五
歳
以
上

の
方
の
要
介
護
度
の
妥
当
性
と
四
十

～
六
四
歳
の
方
の
要
介
護
の
原
因
が

特
定
疾
病
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
を
判

断
し
て
、
市
町
村
に
通
知
し
ま
す
。 

介
護
保
険
で
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス 

介
護
保
険
で
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
は

在
宅
サ
ー
ビ
ス
六
種
類
、
施
設
サ
ー
ビ
ス

三
種
類
に
大
別
さ
れ
ま
す
。 

在
宅
サ
ー
ビ
ス 

家
庭
を
訪
問
す
る
サ
ー
ビ
ス 

ヘ
ル
パ
ー
、
看
護
師
、
リ
ハ
ビ
リ
専
門

職
、
入
浴
チ
ー
ム
の
訪
問 

医
師
・
歯
科
医･

薬
剤
師
・
栄
養
士
・

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
指
導 

日
帰
り
で
通
う
サ
ー
ビ
ス 

日
帰
り
介
護
施
設
、
老
人
福
祉
施

設
な
ど
へ
の
通
所 

施
設
へ
の
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
老
人
福
祉

施
設
な
ど
へ
の
短
期
入
所 

福
祉
用
具
の
貸
与
・
購
入
や
住
宅
の

改
装 福

祉
用
具
の
貸
与
、
福
祉
用
具
の

購
入
費
支
給
、
住
宅
改
装
費
の
支

給 

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス 

痴
呆
老
人
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の

介
護
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
の

介
護 

介
護
計
画
の
作
成 

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
計
画
・
作
成 

施
設
サ
ー
ビ
ス 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
保
健

施
設
、
介
護
療
養
型
医
療
施
設 

以
上 

 

事
務
局
か
ら 

風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
負
け
ず
、

元
気
に
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。 
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い
き
い
き
リ
ハ
ビ
リ
会 

経
過
報
告 

 

冬
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に 

ご
注
意
を
！ 

 

 

七
月
五
日
に
発
足
式
を
行
っ
た
「
い
き
い

き
リ
ハ
ビ
リ
会
」
は
、
現
在
、
ス
ト
レ
ッ
チ
教

室(

ス
ト
レ
ッ
チ
と
筋
ト
レ
の
会)

を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
七
月
二
十
六
日
に
第
一
回

の
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
を
行
っ
て
以
来
、
十
月

末
日
ま
で
に
十
回
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

い
き
い
き
リ
ハ
ビ
リ
会
の
会
員
十
二
名

が
毎
週
水
曜
日
の
午
後
、
山
口
博
美
ト
レ

ー
ナ
ー
の
ご
指
導
の
も
と
、
肩
・
肩
甲
骨
・

骨
盤
・
手
足
の
ス
ト
レ
ッ
チ
と
筋
ト
レ
を
、

ボ
ー
ル
を
利
用
し
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

寒
く
な
る
と
、
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
ど
の
感
染
症
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
多
く
は
栄
養
や
休
養
を
と
り
、
安
静

に
す
る
こ
と
で
自
然
に
治
り
ま
す
が
、

「
風
邪
は
万
病
の
も
と
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
重
い
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が

あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。 

風
邪
を
こ
じ
ら
せ
る
と
ど
う
な
る
の
？ 

 

「
風
邪
は
万
病
の
も
と
」
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
、
一
度
こ
じ
ら
せ
る
と
治
り
に
く
く
、

二
次
感
染
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。 

 

こ
じ
ら
せ
る
原
因
と
し
て
は
、 

●

病
原
性
が
非
常
に
強
い
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
た
場
合
。 

●

感
染
し
た
人
の
抵
抗
力
が
弱
い
場
合
。

と
く
に
、
お
年
寄
り
や
乳
幼
児
、
糖
尿
病

な
ど
の
基
礎
疾
患
の
あ
る
人
は
悪
化
し
や

す
い
。 

 

ま
た
、
風
邪
を
軽
く
考
え
て
無
理
を
し

た
り
、
正
し
い
治
療
を
行
わ
な
い
で
こ
じ
ら

せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

風
邪
が
「
こ
じ
れ
た
」
と
し
て
注
意
が
必

要
な
状
態
と
は
、 

●

一
週
間
以
上
、
症
状
が
続
く
。  

●

高
熱
が
三
日
以
上
続
く
。 

●

咳
の
回
数
が
多
く
、
苦
し
い
。 

●

黄
色
の
痰
が
出
る
。 

●

呼
吸
数
が
増
え
る
。  

●

脱
水
症
状
を
起
こ
す
。 

 

風
邪
を
ひ
く
と
、
体
は
ウ
イ
ル
ス
を
排

除
し
よ
う
と
免
疫
シ
ス
テ
ム
が
闘
い
ま
す
。

こ
の
状
態
が
長
引
く
と
風
邪
は
治
り
そ
う

に
な
っ
て
も
、
免
疫
力
が
低
下
し
た
状
態

に
陥
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
新
た

に
細
菌
な
ど
が
入
り
込
む
と
、
肺
炎
や
気

管
支
炎
な
ど
の
二
次
感
染
を
引
き
起
こ

し
て
し
ま
う
の
で
す
。 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
効
く
薬
が
あ
る
っ
て
本

当
？ 以

前
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
治
療
に
は
、

症
状
を
緩
和
さ
せ
る
薬
の
み
が
使
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
九
八
年
末
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
直
接
作
用
す
る
抗
ウ

イ
ル
ス
薬
が
医
療
用
と
し
て
認
可
さ
れ
、

効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
現
在
お
も
に
、

使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
「
ア
マ
ン
タ
ジ
ン
」
と

「
オ
セ
ル
タ
ミ
ビ
ル
」
「
ザ
ナ
ミ
ビ
ル
」
の
三
種

類
で
す
。 

 

抗
ウ
イ
ル
ス
薬
は
、
細
胞
内
に
入
り
込
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前
橋
市
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

予
防
接
種
に
つ
い
て 

 
 

前
橋
市
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

予
防
接
種
に
つ
い
て 

ん
だ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
増
殖
を

抑
え
て
死
滅
さ
せ
、
熱
や
全
身
症
状
、
咳

な
ど
を
軽
減
さ
せ
ま
す
。
と
く
に
熱
を
下

げ
る
効
果
が
高
く
、
通
常
服
用
し
た
一

～
二
日
後
に
は
平
熱
に
下
が
り
ま
す
。
服

用
時
間
が
遅
れ
る
と
熱
が
下
が
る
の
も
遅

れ
る
た
め
、
発
病
後
四
八
時
間
以
内
に

受
診
し
て
服
用
す
れ
ば
効
果
的
で
す
。 

 

ま
た
、
最
近
、
多
く
の
医
療
機
関
で
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
否
か
を
短
時
間
で
診
断

す
る
「
迅
速
診
断
キ
ッ
ト
」
が
普
及
し
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
、
あ
る
い
は
他
の
病
気
か
の

区
別
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
最
近
、
そ
の
最
終
的
な
結
論
は

得
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
タ
ミ
フ
ル
（
オ
セ
ル

タ
ミ
ビ
ル
）
使
用
者
の
異
常
行
動
な
ど
が

問
題
と
な
り
十
代
で
の
タ
ミ
フ
ル
の
使
用

は
制
限
す
る
と
い
う
慎
重
な
判
断
が
厚

生
労
働
省
に
よ
っ
て
な
さ
れ
ま
し
た
。
た

だ
し
、
こ
れ
ら
の
異
常
行
動
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
そ
の
も
の
で
も
見
ら
れ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
お
り
、
薬
を
使
う
、
使
わ
な
い
に
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
病
状
の
変
化
に
は
注
意

が
必
要
で
十
代
前
半
以
下
の
子
ど
も
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
熱
の
あ
る
間
は
様
子

を
よ
く
見
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種 

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
に
有
効
で
す
。
そ
の
予
防
効
果
は
接

種
し
た
人
全
体
の
三
分
の
二
程
度
。
死
亡

数
を
少
な
く
し
、
か
か
っ
て
も
軽
く
済
ん

で
早
く
回
復
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
と

く
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
と
重
症
化

し
た
り
命
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
る
お
年
寄

り
、
糖
尿
病
な
ど
の
基
礎
疾
患
の
あ
る
人

に
は
早
め
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
お
す
す
め

し
ま
す
。 (

セ
ル
フ
ド
ク
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
り
転
載) 

 

前
橋
市
で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
を
、
平
成
二
十
年
十
月
一
日
か
ら
十

二
月
三
一
日
ま
で
の
期
間
実
施
し
て
い
ま

す
。 

 

予
防
接
種
法
で
定
め
ら
れ
た
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
は
、
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
法
律
上
の
義
務
は
あ
り
ま
せ

ん
。
自
分
の
意
志
で
接
種
を
希
望
す
る
人

に
行
う
も
の
で
す
。 

 

気
に
か
か
る
こ
と
や
分
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
れ
ば
、
予
防
接
種
を
受
け
る
前
に
か
か

り
つ
け
の
医
師
や
保
健
セ
ン
タ
ー
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。 

◆
対
象
者 

・
接
種
当
日
満
六
五
歳
以
上
の
人 

・
接
種
当
日
満
六
十
歳
以
上
六
五
歳
未

満
の
人
で
、
心
臓
や
じ
ん
臓
ま
た
は
呼
吸

器
の
機
能
障
害
や
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害
の
あ
る

人
。 

◆
費 

用
…
個
人
負
担
千
円
（
生
活
保
護

世
帯
の
人
は
無
料
） 

◆
接 

種 

場 

所
…
市
内
の
医
院
・
病
院

（
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
が
望
ま
し
い
） 

※
一
部
実
施
し
て
い
な
い
医
療
機
関
も
あ

り
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
へ
直
接
電
話
で

お
問
い
合
わ
せ
の
上
、
予
約
し
て
か
ら
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。 

◆
回 

数 

…
本
人
負
担
額
千
円
で
受
け

ら
れ
る
の
は
一
人
一
回
で
す
。 

◆
持
っ
て
い
く
物
…
前
橋
市
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
診
票
（
水
色
の
用
紙
）
と
健
康
保

険
証 

以
上 
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施
設
訪
問 

デ
イ
ひ
か
り
三
俣 

ひ
か
り
ケ
ア
マ
ン
シ
ョ
ン
三
俣 

 

 

 

介
護
保
険
制
度
の
概
要 

 

市
内
昭
和
町
で
「
ひ
か
り
ケ
ア
マ
ン
シ
ョ

ン
」
を
運
営
さ
れ
て
い
た
伊
藤
さ
ん
が
、
三

俣
町
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
「
デ

イ
ひ
か
り
三
俣
」
を
立
ち
上
げ
た
と
い
う

こ
と
で
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

午
後
一
時
過
ぎ
、
昼
食
後
の
休
憩
時

間
に
伺
い
ま
し
た
。
広
く
て
日
当
た
り
の

良
い
室
内
で
は
ゲ
ー
ム
を
す
る
方
や
ベ
ッ

ド
で
お
休
み
に
な
っ
て
い
る
方
が
居
り
ま

し
た
。
こ
ち
ら
で
は
最
新
の
機
械
入
浴
装

置
を
設
置
し
て
あ
り
、
入
浴
が
困
難
な
方

で
も
気
持
ち
よ
く
入
浴
し
て
い
た
だ
け
る

と
の
こ
と
で
す
。
ま
だ
オ
ー
プ
ン
し
て
間
も

な
い
の
で
利
用
者
さ
ん
を
募
集
中
と
の
こ

と
で
す
。 

ま
た
同
一
敷
地
内
に
「
ひ
か
り
ケ
ア
マ
ン

シ
ョ
ン
三
俣
」
を
建
設
中
で
、
十
二
月
か
ら

入
居
開
始
予
定
だ
そ
う
で
す
。
二
階
建

て
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
二
十
四
部
屋
の
個
室
が

あ
る
そ
う
で
す
。
各
部
屋
に
ナ
ー
ス
コ
ー
ル

が
完
備
さ
れ
、
さ
ら
に
看
護
師
が
定
期

的
に
訪
問
巡
回
を
実
施
す
る
の
で
安
心

な
生
活
が
送
れ
る
と
の
こ
と
。
た
だ
今
入

居
者
受
付
中
と
の
こ
と
で
す
の
で
ご
希
望

の
方
は
問
い
合
わ
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
す

で
に
見
学
用
モ
デ
ル
ル
ー
ム
も
出
来
て
い

ま
す
。 

 

な
お
、
運
営
し
て
い
る
の
は
、
昭
和
町
も

三
俣
町
も
合
わ
せ
て
「
株
式
会
社
ヴ
ィ
ー

タ
」
で
す
。
従
来
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
運
営
し

て
い
ま
し
た
が
、
株
式
会
社
に
変
更
し
た

そ
う
で
す
。 

問
合
せ
先 

株
式
会
社
ヴ
ィ
ー
タ  

電
話
〇
二
七
―
二
三
五
―
五
二
二
二 

 

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
当
会
理
事
の

三
森
和
也
さ
ん(

前
橋
市
会
議
員
・ 

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー)

に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。
せ
っ
か
く
保
険
料
を
払
っ
て
い
る

の
で
す
か
ら
、
正
し
く
理
解
し
て
有
効
に

利
用
し
ま
し
ょ
う
。 

介
護
保
険
制
度
の
成
り
立
ち 

高
齢
社
会
は
待
っ
た
な
し
！  

わ
が
国
の
高
齢
化
は
、
世
界
に
例
の
な

い
速
さ
で
進
み
、
二
〇
〇
八
年
（
平
成
二

十
年
）
に
は
二
十
二
、
〇
％
と
な
り
、
世

界
に
類
を
見
な
い
水
準
に
到
達
し
て
い
ま

す
。 

介
護
ニ
ー
ズ
の
増
加
と
社
会
問
題
！ 

寝
た
き
り
な
ど
の
介
護
を
必
要
と
す

る
人
の
急
増
、
寝
た
き
り
の
長
期
化
と
介

護
す
る
人
の
高
齢
化
、
介
護
す
る
人
の
大

多
数
が
女
性
、
な
ど
介
護
ニ
ー
ズ
の
増
加

と
介
護
す
る
家
族
に
重
い
負
担
が
掛
か
っ

て
い
る
状
況
に
対
し
て
、
現
在
の
社
会
保

障
制
度
で
は
充
分
な
対
応
が
で
き
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。 

新
し
い
社
会
保
障
制
度
と
し
て
ス
タ
ー

ト
！ し

か
し
一
方
で
、
長
引
く
不
況
と
低
成

長
の
時
代
を
迎
え
、
高
齢
者
対
策
、
年
金
、

医
療
、
失
業
問
題
な
ど
社
会
保
障
へ
の
ニ

ー
ズ
は
高
ま
る
ば
か
り
で
す
。
財
源
不
足


